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グレート　野々市研修センター

１１月ケアワーカー科

10名

令和5年11月2日 ～ 令和6年2月1日 (3か月)

9:20 ～ 16:00

時間数

行事 5Ｈ

就職支援 27Ｈ

社会人基礎力 18Ｈ

労働法の基礎 3Ｈ

9Ｈ

12Ｈ

9Ｈ

12Ｈ

12Ｈ

12Ｈ

9Ｈ

6Ｈ

12Ｈ

介護福祉Ⅱ 12Ｈ

ケア・コミュニケション 33Ｈ

職場見学 12Ｈ

3Ｈ

3Ｈ

9Ｈ

9Ｈ

6Ｈ

6Ｈ

6Ｈ

6Ｈ

6Ｈ

6Ｈ

12Ｈ

6Ｈ

技術実践応用 30Ｈ

レクリエーション体験 18Ｈ

329時間 （学科 203時間 実技 126時間 )

訓練カリキュラム 5-05-17-133-05-0164

実施施設名

訓練科名

定員
就職先
の
職務

・高齢者や障害者福祉施設で
の介護職
・訪問介護　・看護助手
・その他福祉サービス関連職

訓練期間

訓練時間

訓練概要
介護職員初任者研修を受講し、介護を実践するために基本的な必要な知識・技術、職業倫理・態
度を習得します。職場での様々な場面を想定した事例検討をし、福祉現場で必要なコミュニケー
ションスキルやビジネスマナーを身につけます。

訓練目標
介護サービス業務に従事できるレベルの基本的な知識、技術を習得し、福祉施設等の職務や利用者とのかかわ
り、職場での人間関係に適応し長く継続するうえで有効かつ必要なコミュニケーション能力を身につけます。福
祉分野への就労意識を高め、就労後のキャリア向上を期待される人材を目指します。

認知症の理解

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
の
　
　
　
　
内
　
　
　
　
容

科　　　　目 科　　　目　　　の　　　内　　　容

学
　
　
　
科

オリエンテーション、修了ガイダンス

ガイダンス、雇用市場の理解、履歴書・職務経歴書作成
ジョブ・カード作成・活用、面接のポイントとロールプレイ
就業後のキャリアプラン、キャリアコンサルティング

自己理解の必要性・深め方、他者理解、ビジネスコミュニケーション
メンタルヘルス対策、職場ハラスメントの種類と予防対策

労働法・労働保険について、働くときに必要な基礎知識、仕事理解

介護福祉Ⅰ

職務の理解

介護における尊厳と保持・自立支援

介護の基本

介護・福祉サービスの理解と医療との連携

介護におけるコミュニケーションの技術

老化の理解

障害の理解

こころとからだのしくみと基本的知識

学科総復習および習得度評価テスト

ケアのプロセスとしてのコミュニケーション
声かけをする際の基本、聴く力と受容と共感、職場内での配慮の表現
チームワーク・報告・連絡・相談の重要性

高齢者入所施設・デイサービス・障害者福祉施設等の見学(2か所)、見学後の振り返り

計 総訓練時間

移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

入浴・清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

睡眠に関連したこころとからだのしくいと自立に向けた介護

死にゆく人に関連したこころとからだのしくみと終末期介護

実
　
　
　
　
　
　
技

生活支援技術

生活と家事

快適な居住環境整備と介護

整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

介護過程の基礎的理解

総合生活支援技術演習

振り返り

基本介護技術の反復・応用、技術の習得度評価、救護・救命救急

高齢者のレクリエーションの目的・意義・効果、高齢者体操、作品作り体験

取得可能な資格・検定
(別途資格試験等の受検を要するもの)

ケア・コミュニケーション検定（任意受験）

修了時取得できる資格等
(修了時別途資格試験等を受検することなく

取得できるもの)
介護職員初任者研修 修了（修了要件を満たした方）

主　要　な　機　械　設　備
介護用ベッド・車椅子・ポータブルトイレ・杖・研修用浴槽・
体温計・血圧計・寝具一式・排泄、整容用品一式・
ＴＶモニター・ＤＶＤプレイヤー

※記載内容について、一部変更となる場合があります。

過去に実施した職業訓練の
就職率（類似分野）

令和２年度 ※対象訓練なし

令和３年度 ※対象訓練なし

令和４年度 ※対象訓練なし


